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1･　種々 め環境条件下 におい て人体表面 から被服材料

を通して外界へ水分お よび熱が伝達 される機構お よびそ

れ に対 する材料 特性を研究ナるための発汗シミュレ ータ

を すでに試 作し た＊。 このシミュレータを 用 い て， 任意

の環境条件 を設定し， かつ発汗量 を変化 させたときの水・

分伝 達特性 を実測する一方，この特性を理論的に誘導し

て理 論計算 による水 分伝 達特性 の予測 を可 能にし たい。

こ のために,まず水分伝達 過程におけ る吸着,脱着 速度す

なわち吸 湿，吸水 および乾燥 速度を明かにする必要があ

る｡本報では吸水および乾燥速度を表わナ実験式を導く。

2･　環 境条件 として温度30 °C, 関係 湿度60%  R.H.

とし，風速を変化させた時の乾燥挙動をシミュレ ータの

発汗機構を作動させずに試料の電気 容量変化として実測

し た。吸水速度は水滴 法によ り，モータードライブ を用

い て写真観 測して，時間経過に伴 う吸水面積変化 を，そ

して試料の垂直面から接触角変化を測定した。

3･　乾燥実験によ り， 乾燥速度{xvd) と含水量(c-w)の

間にはwd ＝kd √Ξ 戸の関係が あ る こ とが わかっ た。ﾚ

また吸水挙動は試料を構成する繊維の種類によって大き

く異な り，吸水速度の比較的大きいも のにっ いてはぬれ

面積w と時間 匂 の 開 に壮s ＝恥,/ t の関係があること

がわかった。 ただしki, 恥 は定数である。
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